
 

 

 

 

 

 
 

実施主体 鳥取短期大学幼児教育保育学科菅田理一研究室 

実施内容 令和５年 11 月３日、11 日、14 日、12 月 4 日、スーパー等の

街頭において啓発活動 

➀事前に取り組んだ内容 

児童虐待の現状、早期発見の方法、関係機関の連携について学習した。また、

オレンジリボン運動の歴史的背景及び大学所在地での運動のあゆみを調査

した。児童養護施設等の施設養護の課題についてもヒアリング調査を実施し

た。 

 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
スーパー等の街頭にて児童相談所や市町村等が実施した児童虐待防止に関する啓発行事

と協働し、市民に対して、また高校前にて高校生に対して、独自に作成した資料の配布、

オレンジリボングッズの頒布を行った。さらに、地域 FM 放送に出演し視聴者に対して、

啓発を行った。 

 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼミ活動として啓発活動に取り

組み、地域に出掛け市民に呼び掛

ける活動に取り組んでみること

で、児童虐待やオレンジリボン運

動自体、社会的養護の施設のこと

を多くの市民に知ってもらうこ

とがいかに重要であるかを理解

できた。この運動にやりがいを感

じたので、後輩にも伝えていく予

定である。 
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